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１０

日）、２月２５日（月）～３月７日（金）の間に１日実習
　１２，０００円（テキスト代・実習費込み）３０人　２月
６日（水）締切　□問 �８７０－５２８０古橋（支援センター
凪）

◆チャリティー旅行会　河津桜と梅林と佛
現寺だるま市
　２月１４日（木）～１５日（金）ホテル花月園（仙石原）
１９，８００円　□問 �８７５－１００１　�８７５－２００２中村（さ
といもクラブ葉山）

◆第１３回　葉山町学生書道展作品募集
　展覧会　３月６日（木）～９日（日）図書館ホール　
対象　幼・小・中学生　掛け軸表装代　１，５００円　
１月３０日（水）締切　□問 ��８７５－３４８９三嶽（町書道
協会）

◆平成２０年度県政モニター募集
　平成２０年４月１日現在２０歳以上で年間を通じて
活動ができる県内在住者（日本語のできる外国籍
の人を含む）※常勤の公務員、公職にある人、１８・
１９年度県政モニター経験者は応募不可　４００人　
任期は平成２０年４月～２１年３月末　アンケートの
回答（５回程度）など　記念品あり　応募用紙は県
庁、各地域県政総合センター、町役場窓口などで
配布、県ホームページからの応募も可　１月３１日
（木）締切　□問 �０４５－２１０－１１１１（内線３６６９～３６７１）
県広報県民課

◆ダンスを一緒に楽しみませんか
　木曜日　９時１５分からウォークスクール　一色
小学校　ラテンのみ　□問 �０９０－４８２２－３４０７長谷
川

　掲載を希望するときには、掲載したい月の前々
月末日正午までに、企画調整課（�内線３３３）へお
電話ください。営利目的のもの、宗教・政治色の
強いものは掲載できません。

◆陶芸塾【蓮ＲＥＮ】塾生作品展
　１月８日（火）～３１日（木）（月・第２・４金曜日休
み）１０時～１８時　ギャラリー 蓮 （一色１００４－２）　

ＲＥＮ

陶器、磁器さまざまな個性溢れる塾生の作品展　
□問 �８７７－５７１５陶芸塾・ギャラリー蓮

◆葉山まちづくり館ギャラリー１月展示
　１月１１日（金）～３１日（木）１０時～１７時３０分　図書
館２階（休館日はＰ１５の図書館の休日に準ずる）　
『葉山のおいしいワカメ』ワカメに関するさまざ
まな情報　□問 �８７６－０４２１ＮＰＯ法人葉山まちづ
くり協会
　
◆ 足  芯 呼吸法同好会会員募集

そく しん

　１月１１日（金）、１８日（金）、２６日（土）１０時～１２時　
福祉文化会館２階第１集会室　５００円（１回）　足
芯呼吸法で細胞を活性化し健康な身体を作り「気」
の存在を実感　□問 �８７５－３９２２矢嶋（大気会）

◆定例ボランティア活動
　１月１２日（土）９時３０分から　介護老人福祉施設
「葉山清寿苑」どなたでもどうぞ　□問 �８７５－６７３４
大熊（町ボランティア連絡協議会）

◆第６２回三浦半島県下駅伝競走大会
　１月２０日（日）９時３０分～１１時３０分　コース　横
須賀アリーナ～葉山御用邸前～林～三崎口～野比
～市立横須賀総合高校　県下市町村の代表チーム
と横須賀・三浦地区の高校チームが競う　当日の
交通規制あり　□問 �８２２－８４９３　横須賀市スポー
ツ課

◆サイエンスカフェ「南極の自然とわが国の観測」
　１月２５日（金）１９時～２１時　レストラン夕凪亭
（一色１０５０）　講師　渡邉 興  亞 　１，０００円（ソフト

おき つぐ

ドリンク＋軽食）　高校生以下無料　３０人（先着
順）　住所・氏名・年齢・電話番号を書いて、e-mail
またはＦＡＸで　□問 �８５８－１５９０�８５８－１５４２　e-
mail:event@ml.soken.ac.jp総合研究大学院大学

◆親子体操で寒さをふきとばそう
　１月２８日（月）１０時３０分～１１時３０分　対象　１歳
半～未就園児　樋口先生と一緒に思いっきり体を
動かして親子でホット＆リフレッシュ□問 �０８０－
５４０４－３９８０葉山っ子すくすくパラダイス

◆私もこどもと一緒に多言語ママ
　１月２９日（火）１０時１５分～１１時３０分　逗子文化プ
ラザ　１０組　いろいろな国のことばや歌で楽しく
遊ぶ　□問 �８７６－３２４８　e-mail:hanakoarai@jcom.
home.ne.jp新井（ヒッポファミリークラブ）

◆湘南国際村フォーラム「生命をめぐる対話」
　１月２９日（火）１３時３０分～１７時３０分、３０日（水）９
時～１２時　湘南国際村センター　講師　長谷川眞
理子（総合研究大学院大学教授）　他の講演と討議
１，５００円（学生１，０００円）６０人　ハガキ、FAX、メール
で　〒２４０－０１９８上山口１５６０－３９　１月１８日（金）締
切　□問  �８５５－１８２１　�８５８－１２１０ e-mail:shonan@ 
k-i-a.or.jpかながわ国際交流財団

◆調理実習と講話生きがいと健康づくり
推進事業
　第１回　２月８日（金）・第２回　３月５日（水）
１０時～１４時　保健センター　対象　概ね６５歳以上
の人　各回２４人（先着順）　持ち物　エプロン、三
角巾、ふきん、筆記用具　２月１日（金）締切　□問 �
８７７－１８１８尾形（町デイサービス）

◆知的障害児者ガイドヘルパー講座
　２月９日、１６日、２３日、３月８日（いずれも土曜
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感
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（
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に
難
し
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こ
と
は
い
っ
て
い
な
い
が
、ひ
と

か
た
ま
り
と
あ
る
か
ら
、そ
れ
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ど
大
き
な
町

で
は
な
い
。や
や
わ
び
し
い
感
じ
の
た
た
ず
ま

い
が
見
え
て
き
ま
す
。季
語
の
冬
の
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が
そ
れ

を
表
し
て
い
ま
す
。春
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で
も
一
句
は
成

立
し
ま
す
が
、冬
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も
っ
と
も
ふ
さ
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は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
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蜂
の
姿
。わ
が
身
に
置
き
換
え

て
い
る
と
い
う
こ
と
か
も
知
れ
な
い
。

＊
卓
上
に 
聖  
樹 
手
も
と
に
聖
菓
あ
り　

熊
谷　

晃
門

せ
い 
じ
ゅ

　

初
詣
鴫
立
庵
に
決
め
に
け
り　
　
　

川
崎　

虎
康

　

憂
き
こ
と
の
晴
れ
て
真
白
き
日
記
買
ふ伊

藤　
　

桃

　

日
の
使
者
の
頬
白
狭
庭
揺
ら
し
け
り　

片
山　

久
女

＊ 
山  
茶  
花 
を
散
り
残
し
て
や 
昨  
夜 
の
雨　

多
羅　

空
竹

さ 

ざ
ん 

か 

き 

ぞ

俳　

句　
　

淺
井　

一
志　

選


